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翻
　
　
刻

本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
・
小
津
桂
窓
宛
書
簡（
五
）

菱

岡

憲

司

　

５　

野
呂
九
介（
一-
五
）

（
端
裏
）「
寅†

二
月
十
八
日
出
」

去
月
者
華
翰
被
下
、
辱
拝
見
仕
候
。
其
節
ハ
俗
事
坌
湧
、
乍
存
失
敬
御
報
も
不
申
上
候
。
爾

来
次
第
春
暖
相
増
し
候
処
、
益
御
清
祥
被
為
在
候
。
欣
抃
之
至
奉
敬
寿
候
。
次
寓
居
無
事
瓦

全
仕
候
。
乍
憚
御
省
念
可
成
下
候
。
当
年
ハ
存
外
陽
和
早
ク
催
而
、
当
地
も
少
々
花
之
発
初

メ
申
候
様
子
ニ
御
座
候
得
共
、今
以
取
紛
レ
、他
出
も
得
不
仕
候
。
先
便
被
仰
聞
候
通
、少
々

世
ニ
立
雑
り
、
生
徒
之
世
話
等
、
繁
相
成
候
而
者
、
彼
是
ニ
差
支
候
事
共
罷
在
候
。
何
分
一

世
を
相
済
し
候
事
六
ヶ
敷
事
、
十
ニ
八
九
ハ
不
如
意
ト
年
升
子
嘆
慨
益
存
候
。
当
方
最
早
、

日
晩
鐘
鳴
候
ト
申
程
之
齢
ニ
も
相
成
候
得
者
、
余
生
を
誤
り
不
申
候
様
仕
度
、
是
而
已
心
掛

ニ
奉
存
候
。
余
り
失
敬
相
成
候
故
、
幸
便
ニ
時
下
伺
度
、
如
此
御
座
候
。
余
ハ
後
音
可
申
罄

候
。
恐
惶
謹
言

　
　

二
月
十
八
日
認 
野†

呂
九
介

小
津
新
蔵
様

二
白
、
江
都
も
追
々
御
新
政
、
凡
俗
御
振
起
之
思
召
ト
相
聞
候
。
誠
ニ
難
有
仕
合
、
老

後
之
大
慶
奉
存
候
。
併
何
分
世
界
頽
靡
、
物
価
等
も
何
ニ
不
寄
騰
躍
、
一
体
之
困
窮
、

輦
下
ハ
固
り
淋
敷
処
ニ
御
座
候
処
、
益
衰
微
之
様
子
ニ
て
、
唯
御
新
政
之
早
ク
施
之
敷

候
倖
ニ
、
人
情
智
愚
同
一
意
ト
相
見
申
候
。
以
上

†
寅
二
月
十
八
日　

天
保
十
三
年（
一
八
四
二
）二
月
十
八
日
。

† 

野
呂
九
介　

野
呂
松
廬
。
漢
学
者
。
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）生
、
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）

六
月
二
十
三
日
没
、
五
十
三
歳
。
名
は
隆
訓
、
字
は
式
夫
・
翼
卿
、
通
称
は
九
介
、
松
廬

と
号
す
。
詳
細
は
「
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
・
小
津
桂
窓
書
簡
集（
四
）」（『
山
口
県
立
大

学
学
術
情
報
』
一
一
、二
〇
一
八
・
二
。
以
下
、

「
書
簡（
四
）」
等
と
略
）参
照
の
こ
と
。
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６　

野
呂
隆
訓（
一-

六
）

（
端
裏
）「
亥†

七
月
十
二
日
」

華
翰
辱
拝
誦
仕
候
。
如
貴
諭
、
秋
涼
之
候
ニ
相
趣
候
処
、
益
御
清
祥
被
為
入
候
条
、
欣
抃
之

至
り
奉
恭
禧
候
。
次
ニ
弊
寓
依
旧
瓦
全
仕
候
間
、
乍
憚
御
懸
念
被
下
間
敷
候
。
誠
ニ
先
達
ハ

解
后
ニ
得
拝
晤
、
一
面
如
旧
、
不
顧
失
敬
絮
々
吐
露
肝
胆
、
大
慶
不
過
之
、
辱
奉
存
候
。
一

別
之
兼
而
之
思
召
之
通
、
丹†

州
行
之
御
壮
遊
、
御
羨
敷
儀
奉
存
候
。
右
之
地
方
ハ
自
古
絶
勝

之
称
、
牛
走
馬
童
之
口
ニ
膾
炙
仕
候
土
地
ニ
御
座
候
得
共
、
兼
而
御
渇
望
程
ニ
も
無
之
儀
之

御
噂
、
左
様
之
御
儀
ト
モ
奉
存
候
。
何
レ
名
士
を
繁
華
之
都
ニ
求
メ
、
清
絶
之
境
ヲ
坦
蕩
之

地
ニ
訪
候
而
者
、
存
外
之
事
共
有
御
座
候
半
ト
奉
存
候
。
畢
竟
、
古
之
縉
紳
華
族
之
御
人
之

御
詠
抔
ニ
早
入
候
地
之
天
幸
も
有
御
座
候
半
、
併
名
下
無
虚
士
之
喩
ニ
比
候
而
者
、
何
レ
著

称
之
地
ハ
夫
程
之
事
ハ
決
可
有
之
候
。
呵
々
。
松†

南
子
之
縷
々
被
仰
聞
、
御
同
様
不
堪
傷
悼

候
。
拝
晤
之
節
申
上
候
通
り
、
弊
生
ト
ハ
同
庚
之
生
に
て
、
未
得
一
面
候
得
共
、
多
年
神
交

之
人
ニ
御
座
候
而
、
毎
々
噂
等
も
致
呉
候
事
之
由
、
然
ル
処
、
朋
友
共
よ
り
其
赴
を
承
り
、

実
ニ
悵
然
、
如
失
一
親
友
候
。
痛
敷
奉
存
候
。
殊
ニ
彼
同
庚
ニ
御
座
候
故
、
蒲
柳
之
質
、
其

身
ニ
感
傷
仕
候
而
、
今
以
存
之
出
候
ト
、
猶
更
相
惜
ミ
候
事
ニ
御
座
候
。
弊
生
儀
も
累
年
多

病
、
加
之
種
々
俗
事
相
煩
候
而
、
余
程
憊
怠
を
相
覚
申
候
得
者
、
壮
年
之
志
ニ
も
空
敷
相
背

キ
、
敗
朽
ニ
相
就
候
事
ト
、
自
ラ
長
嘆
仕
候
而
已
ニ
御
座
候
。
宜
敷
御
憐
察
可
成
下
候
。
扨

先
達
被
仰
聞
候
付
キ
、
不
顧
媿
拙
、
鉄
面
皮
ニ
旧
作
少
々
相
認
メ
入
御
覧
候
処
、
過
当
之
褒

賞
被
成
下
、
猶
更
羞
入
候
。
殊
ニ
其
頃
ハ
蝦
蟇
瘟
ト
申
症
之
病
気
ニ
被
相
犯
、
久
々
癈
事
仕

罷
在
候
。
彼
是
写
之
誤
候
事
も
御
座
候
得
共
、
改
認
候
事
不
仕
、
先
不
取
敢
差
出
候
儀
ニ
御

座
候
。
然
ル
処
、
右
之
御
挨
拶
ト
而
、
是
亦
過
当
之
賜
、
誠
ニ
羞
入
候
。
渓
壑
之
慾
、
辞
謝

も
不
仕
、
辱
拝
受
仕
置
候
。
誠
ニ
溢
美
之
賞
、
不
易
之
至
り
奉
存
候
。
将
亦
、
明†

青
田
先
生

之
詩
抄
之
儀
被
仰
越
、
奉
承
知
候
。
右
ハ
元†

遺
山
を
抄
仕
候
。
彼
渓†

琴
山
人
ト
申
人
相
続
キ

上
梓
仕
度
由
に
て
、
弊
生
及
賤
息
抔
ニ
世
話
を
相
頼
ミ
置
候
事
御
座
候
得
共
、
五
年
来
之
天

下
之
形
勢
、
慰
ニ
詩
抄
抔
を
刻
致
候
事
抔
、
其
道
を
業
ニ
仕
候
人
ハ
格
別
、
同
人
抔
之
所
行

ニ
ハ
如
何
存
候
而
、
今
以
打
棄
置
候
故
、
当
人
ハ
甚
不
平
之
由
ニ
御
座
候
得
共
、
当
年
迄
差

延
し
、
此
節
ニ
至
り
、
先
大
抵
ニ
相
片
付
候
。
不
遠
仕
立
出
来
候
者
、
以
便
是
非
一
部
ハ
御

慰
ニ
差
出
可
申
上
候
心
得
ニ
罷
在
候
。
乍
憚
御
承
知
可
被
成
下
候
。
且
先
年
国
史
之
事
批
評

仕
候
楊†

鉄
崖
流
之
詩
少
々
作
り
、
乍
畏
皇
朝
御
事
共
、
彼
是
慰
ニ
仕
候
僭
濫
之
作
一
巻
御
座
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候
。
右
ハ
邦
学
を
少
々
相
弁
候
儀
ニ
無
御
座
候
而
者
、
難
届
候
儀
も
御
座
候
得
共
、
専
国
学

を
仕
候
人
ハ
、
詩
之
事
ニ
達
候
人
無
御
座
候
。
僻
陬
に
て
ハ
示
候
人
も
無
御
座
。
其
侭
打
捨

置
候
中
ニ
、
頼†

山
陽
『
日†

本
楽
府
』
ト
申
者
出
候
故
、
於
々
世
ニ
示
候
も
恥
敷
、
敗
笈
之
底

蠧
朽
仕
罷
在
候
。
右
も
賤
息
共
申
付
、
相
写
も
御
慰
ニ
御
高
評
奉
乞
度
候
得
共
、
新†

七
様
御

発
足
相
迫
り
候
故
、
是
亦
青
田
抄
差
出
候
節
、
御
覧
願
置
候
。
田
谷
ト
申
者
、
十
九
反
詩
を

集
候
中
ニ
、
一
首
丈
載
置
候
。
白
馬
跳
ト
申
、
則
其
中
詩
に
て
、
大
抵
右
之
体
ニ
作
り
、
埒

も
無
之
処
ニ
御
座
候
。
先
ハ
差
而
可
申
上
候
儀
も
無
御
座
候
得
共
、
奉
酬
貴
問
度
、
匆
々
如

斯
御
座
候
。
余
ハ
尋
後
音
可
申
上
候
。
恐
惶
謹
言

　
　

仲
秋
旬
二

野
呂
隆
訓
拝

桂
窓
小
津
賢
兄

　
　
　
　
　
　

梧
右

二
白
、
御
微
疫
流
行
仕
候
条
、
次
第
冷
気
ニ
も
相
成
候
間
、
時
下
折
角
御
自
玉
所
祈
候
。

当
年
ハ
初
夏
以
後
、
近
年
不
覚
暑
気
、
一
統
憊
困
仕
候
。
乍
併
時
運
復
旧
候
而
、
天
下

尽
豊
作
之
由
、
民
心
甚
穏
相
成
候
条
、
御
同
慶
奉
賀
候
。
寓
地
ハ
当
時
に
て
ハ
、
先
流

行
病
も
無
御
座
候
。
只
唯
暑
毒
相
滞
候
段
、
痛
風
体
之
病
人
少
々
御
座
候
而
、
先
以
静

ナ
ル
世
界
ト
相
見
申
候
。

†
亥
七
月
十
二
日　

天
保
十
年（
一
八
三
九
）七
月
十
二
日
。

† 

丹
州
行
之
御
壮
遊　

天
保
十
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
十
五
日
に
か
け
て
、
桂
窓
は
熊

野
路
・
湯
浅
村（
紀
伊
）・
和
歌
山
・
大
坂
・
京
・
天
橋
立
を
巡
る（『
浜
木
綿
日
記
』）。

† 

松
南
子　

摩
島
松
南
。
京
の
漢
学
者
。
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）三
月
十
一
日
生
、
天
保
十

年（
一
八
三
九
）四
月
二
十
九
日
没
、
四
十
九
歳
。
松
南
に
は
「
書
簡（
一
～
三
）」
で
も
言

及
す
る
。

† 

明
青
田
先
生　

劉
基
。
元
末
明
初
の
政
治
家
・
詩
人
。
至
大
四
年（
一
三
一
一
）生
、
洪
武

八
年（
一
三
七
五
）没
、
六
十
五
歳
。
字
は
伯
温
。
浙
江
省
青
田
の
人
。

† 

元
遺
山　

金
末
元
初
の
詩
人
。
明
昌
元
年（
一
一
九
〇
）生
、
蒙
哥
七
年（
一
二
五
七
）没
、

六
十
八
歳
。
名
は
好
問
、
字
は
裕
之
、
遺
山
と
号
す
。

† 

渓
琴
山
人　

菊
池
渓
琴
。
豪
商
・
漢
詩
人
。
寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
）生
、
明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）一
月
十
六
日
没
、
八
十
三
歳
。
名
は
保
定
、
字
は
士
固
、
渓
琴
・
海
荘
と
号
す
。

紀
伊
有
田
の
人
。
大
佛
詩
仏
に
学
ぶ
。
編
著
に
『
遺
山
先
生
詩
鈔
』（
天
保
七
年
刊
）あ
り
。

† 

楊
鉄
崖　

楊
維
楨
。元
末
明
初
の
詩
人
。元
貞
二
年（
一
二
九
六
）生
、洪
武
三
年（
一
三
七
〇
）

没
、七
十
五
歳
。
名
は
維
楨
、字
は
廉
夫
、鉄
崖
と
号
す
。
浙
江
省
諸
曁
の
人
。
主
著
に
『
鉄

崖
先
生
古
楽
府
』
十
巻
あ
り
。

† 

頼
山
陽　

漢
詩
人
。
安
永
九
年（
一
七
八
〇
）十
二
月
二
十
七
日
生
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）

九
月
二
十
三
日
没
、
五
十
三
歳
。
名
は
襄
、
字
は
子
成
、
通
称
は
久
太
郎
、
山
陽
と
号
す
。

†
『
日
本
楽
府
』　

漢
詩
集
。
一
巻
一
冊
。
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）成
、
同
十
三
年
刊
。

† 

新
七
様　

四
代
小
津
新
七
。
名
は
好
賢
。
文
化
八
年（
一
八
一
一
）二
月
五
日
生
。
新
七
家

は
小
津
与
右
衛
門
家
の
分
家
。
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調
査
・
撮
影
・
翻
刻
の
許
可
を
賜
っ
た
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費（19K

00300

）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。（

日
本
文
化
論
）
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Reprinting Notes of letter to Ozu Keiso owned by Motoori 
Norinaga Memorial Hall. No.5

HISHIOKA Kenji (Japanese culture)

　Reprinting Notes of  letter  to Ozu Keiso(A merchant of Edo period) owned by Motoori Norinaga 
Memorial Hall. No.5




